
 

 

 

 

１１月に入り、今年も残り２か月となりました。１０月も気温が高い日があり、日中は半袖でも過ごせるような日があ

った中でも金木犀の香りが鼻をくすぐったり、公園に落ち葉が増えていたりと“秋らしさ”も感じることができました。園

生活を通して、季節の足音を子どもたちとこれからも感じていきたいと思います(*^-^*) 

今月のおたよりでは以前お伝えした食事のスプーンの持ち方について詳しく載せますので、ご家庭でも参考にして

頂ければと思います。 

 

 

 

 

みなさん、普段の食事でスプーンを持つときに意識していることはありますか？ 

実際のところ、無意識にスプーンを持って食事している方が多いのではないでしょうか。大人は特に意識をしなくても

持てるスプーンですが、子どもたちにとってはまだまだ難しい工程です。 

 

スプーンを持って口に運ぶときに大切なポイントとして手首や肘、肩の動きが挙げられます。 

スプーンを使う際に脇を閉めたままや、腕を前後に動かさないままで食べようとすると思い通りに動かせず、スプーン

を使いたい方向に向けたり動かしたりすることが難しくなります。私たちは普段、意識せずに肩で方向調整、肘で距離

調整をしながらスプーンを使っています。子どもたちの食事の時の支援として肘を上げてしっかりと動かせるように大

人が肘を支えて動かし方を伝えています。遊びでの支援として鉄棒へのぶら下がりなど楽しみながら肘や肩を動か

せるように働きかけています。また手首がしっかりと動くことで食べこぼしが少なることにも繋がります。ままごと遊び

で人形にご飯を食べさせる時のスプーンの動かし方や手遊びなどでも意識的に手首を使う動きを取り入れています。 

 

現在、園で食事をする際にうさぎ組ではスプーンは指先の発達段階を踏まえ、「上握り」が主となります。 

０才の手の平全体で物を握るから始まり、段階を経て、指先でつまむ、スプーンを持ってみる（上握り）となり、子ども

たちそれぞれの様子を見ながら「三点持ち」へ移行していきます。上握りで持っているときにスプーンと指の間に隙間

ができてくると移行の１つの目安となります。もちろん大切なのは本人の気持ちですので、「（三点持ちで）持ちたくな

い…。」となれば、無理することなく進めていきます。 

 

スプーンを三点持ちで持つことは今後「箸を正しく持つ」ときに大きく関係していきます。今回のおたよりで載せた

ことをぜひご家庭でも参考にして頂きたいと思いますが、食事の中で一番大切なことは「楽しく美味しく食べる」こと

です!! 持ち方に注意がいく余り、指摘されてばかりだと、せっかくの食事の時間が楽しくなくなってしまいます(^-^; 

スプーンの持ち方も意識しつつ、食事の大前提を忘れずに食事の時間を楽しみましょう  

 

～食事 スプーン編～ 


